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　食品産業廃棄物 は年 間200万 トン にも及 ん で お り，農業分野に対しても有機物 資材 としての リサ

イクリン グが近年 ， 積極的に取り組まれ ，その 拡大 が望まれて いる．そこで本報では米ぬ か と焼酎廃

液資材の 抑草資材として の 利用価値を評価するた めに
， 米 ぬか と焼酎廃液資材を水 田 に施用 し，

抑草効果及 びそ の メカニ ズム に っ い て検討を行 っ た．

【材料および方法 】

　愛媛 大学附属 農場 水 田（灰 色低地土）に お い て ，雑草の 埋 没種子量が多い と思 われ る圃場を選

び
， 試 験圃場 とした．有機物資材は生米 ぬか と市販 されて い る焼酎廃 液資材 （商 品名 ；甦る大地）

を用い た （第 1表 ）．試験 区は米 ぬ か 200kg／10a（標 準施用量）， 100kg／10a施用 区 ， 焼酎廃液資材3

00  ／10a（N ＝ 7kg／10a）， 150kg／lOa施用 区と無処理 区の 計 5区とし ， 水稲 （品種 ：松 山三 井〉を6月　28

日に移植 した．栽培期間 中， 定期 的に雑 草量，水稲生 育調査を行うとともに ，田面水 中の pH ，
　EC ，

有機 酸濃度，土壌 中の 可 給態養 分濃度 を測定した ．さらに ， 抑 草物質と考 えられ る有機酸の 生成

過程に つ い て詳細な検討を行 うためにイン キ ュ ベ ー
ショ ン 試 験も行 い

， 300mlビーカー に各有機資

材正5g， 土壌 10g， 蒸留水250mlを加え ， 25℃ で 湛水静置した．また ， 対照として 資材を加 えない 無処

理 区を設 け ， 4反復で ， 定期的に溶液の pH ，
　EC ， 有機酸 ， 可給態養分濃度を測定した．

【結果 および考察】

　施用 1ヵ月後の 種類別 の 雑草と量を第 1図一A に示 した．全 区ともに 最もバ イオ マ ス 量 が 多か っ た

の はヒエ とイヌ ホ タル イであっ た ．焼 酎廃 液 300kg施 用区は焼酎廃液 150kg，米 ぬか 100kg区に対 し

有意（p ＝ 0．05）に全雑草量 が低くな っ た．施 用有機物の 種類及 び量の 違い が 抑草効果 へ 顕著 に表

れて い たの はイヌ ホ タル イであり， 焼酎廃液 300kg区は他 の 有機物施 用 区より有意 に低くな っ た （第

1図一B）．これらの 抑草現 象の 要 因 と考えられる土壌 Ehと有機酸濃度を第2図 A ・Bに示 した．土壌E

hは各 区ともに 処 理後5 〜 7日目に 最も低くなり，焼 酎廃液区は米ぬか 区よりも低くなっ た （第2図 一

A）．田面水より検 出された有機酸はイソ酪酸 と酢酸であ っ たが ， 酢酸は 3日 目以降には検出されな

か っ た．イソ酪酸の 生成ピー
クは 5〜7日 目で あ り

，
ピーク時の イソ酪酸 濃度は米 ぬ か 200kg≧焼酎

廃液 300kg＞米 ぬか 100kg》 焼酎廃 液 150kgの 順で あ っ た （第2図一B）．また ， イソ酪酸濃度と雑 草
バ イオ マ ス 量の 間には高い負 の 関係が 見られた （第2図一C）．インキ ュ ベ ー

シ ョン 試験にお い て焼

酎廃液 区，米ぬ か 区の 有機酸濃度 の ピークは試験開始 15日 目で あり，最も多 く検出されたの は酢

酸であり、 次い で酪酸 ， プ ロ ピオン 酸 ， イソ酪酸 に順で検 出された．焼 酎廃液区 の 酢酸 ，
プ ロ ピオ ン

酸 ， イソ酪酸濃度は ， 米ぬ か 区より有意に高くなっ た （第3図）．以上 の 結果より，有機物資材施用時

に見られる抑 草効果は ， イソ酪酸等の 有機酸生成及 び 酸化還 元 電位の 低 下 に関係 して い ることが

示唆された．
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第 1表 　供試した有機物資材の 有効成分濃度（％）

全 炭素 全窒素 C／N比 リン酸 カリウム カルシウム

全 量　く溶 性 水 溶性　　全量　く溶性 水溶性　　全量　く溶性 水溶性

米 ぬか 　 　3a90 　 1．S3　 21．26　 0．S2　 0．53　 0．16　 3．61　 3Ca 　 253 　 0．a3 　 QO3　 0．02

焼酎鹿液　 4271　 2CO　 21．34　 1，64　 t23　 0．　05　 1．85　 1．64　 1．55　 2328　 19．OD　 8，50
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第 2 図　土壌 Eh （A ）、イソ酪酸濃度 （B ）の推移及びイソ酪酸積算濃度と雑草量の 相関 （C ）
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第 3 図　インキュ
ベ ーシ ョ ン試験 15 日 目にお ける有機酸クロ マ トグラム （A ）及び 平均濃度 （B ）
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